
主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２５．０３．３０                           司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                   説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽                  中村幸執事 

☆讃 美                               ３１                                      一 同 

☆信仰告白           使徒信条                   〃  

☆交 読                             １１                                     〃  

☆讃 美                             ５３                                      〃  

 祈 祷                                                     司会者 

聖 書                 ルカ 18：31～43                             〃  

 讃   美              ２１９                               聖歌隊 

説 教                       受 難 の 予 告                                                     申鉉錫牧師 

☆讃 美                              １３５                                              一 同 

献 金                                               〃  

報 告                                                             司会者 

☆頌 栄                          ２                                       一 同 

☆祝 祷                        申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏           中村幸執事 

 閉 会                          一 同 

☆は一同起立  

●２０２５年３月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． 教会暦の 3 月 5 日（水）～4 月 17 日（木）まで 四旬節です。日々を

つつしんで  祈りましょう。 

３． 隣の国 韓国の 尹 錫悦  大統領の 安泰の為に 祈りましょう。 

４． ウクライナの ゼレンスキー大統領の 為に 祈りましょう。 

５． テコエ 明子 執事が 事故に遭い入院中です。快方を 祈りましょう。 

 

牧 師 所 感 ：          亡き 母親の遺訓を守り続ける  キリスト者 

― 株式会社 永明 代表取締役 呉 永錫 長老 ― 

冒頭の 呉 永錫 長老は 在日大韓基督教 東京希望キリスト

教会の  名誉長老である。キリスト者である 呉 永錫 長老

が、日本人の キリスト教信徒から 広く 知られ、 と同時に

非キリスト者からも広く知られているその理由は、日本の

社会の繁栄と発展に力を尽くして参与していることが認め

られているからであると信ずる。というのは、呉 長老は、 

「妻家房」という韓国料理店を経営して、税金を新宿区内

では一番 断トツに高く納めていると聞く。ところで 筆者が

思うには、キリスト者として事業を起こして、その経営に

成功しているからだと思う。その事業とは、株式会社 永明

の代表取締役として、先程 紹介した「妻家房」（レストラン）を全国に立ち上げたから

だ。「妻家房」という名声が日本全国の多くの人々に知れ渡っているからだと 筆者は思

う。以上が 日本社会に於いて 生き残る 知恵である。 

次は 在日の韓国社会へ深く関与しなければならない。呉 長老は、在日居留民団に 籍を

置き、民団員とも 積極的に 協力し、同胞の 生業の 繁栄に 物心両面で 協力した。ところで

最近 その活躍が 認められて 大韓居留民団 東京本部の 団長に 選ばれた。 そして 呉 長老は

日本と韓国の友好の為に 飯食文化交流に努めている。日本の伝統食文化を韓国に、韓国の

伝統食文化を日本にと、交流させるに 成功している。 

さて 冒頭で紹介した 母親の 遺訓に 戻ろう。母親の遺訓は、呉 長老が 幼い時から教えら

れて実践してきた 教訓であって、今に至るまで 忠実に守ってきた 教訓である。 

その 教訓とは、１．教会に日曜礼拝に出席したら、一番前の席に座ること。その２．は 

十一献金を忠実に捧げよ。 ３．は 牧師を敬うことを、教えられたと。今に至るまで母堂様

の 遺訓を良く守って 実行している 長老 様であることを 証言する。 

なお 筆者が 心込めて 証言することは、同胞の子弟に 奨学金援助、牧師に対して お米を

何十年も毎月 贈ってもらっていることを 証言する。 

おわりに、ますます  健康に  留意して  主の  福音を  宣べ伝えて下さい。主によって、  

アーメン。 

中村 真実 兄 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 


